
　

『
御
城
内
惣
間
数
』
は
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
松
平
家
よ
り
国
文
学
研
究
資
料

館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
雲
州
松
平
家
文
書
」
百
余
点
の
一
つ
で
、
大
き
さ
は
凡
そ
Α
５
判
、

紙
数
は
三
三
枚
、
右
綴
に
し
た
和
本
で
あ
る
。
表
紙
に
『
御
城
内
惣
間
数
』
と
史
料
名
が

明
記
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
に
「
右
者
明
和
三
丙
戌
卯
月
初
旬
写
之
者
也　

御
破
損
方
」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
御
破
損
方
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
御
破
損
方
に
関
す
る
事
項
が
『
御
作
事
所
役
人
帳
』
で
初

め
て
記
さ
れ
る
の
は
、
延
享
三
寅
（
一
七
四
六
）
の
「
十
二
月
十
二
日　

御
奉
行
被
仰
付

御
破
損
方
兼　

竹
内
佐
助
」
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
、
御
破
損
方
は
御
作
事
所
の
中
に
城
郭

施
設
等
に
関
与
す
る
職
掌
と
し
て
設
け
ら
れ
た
部
局
と
見
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
御
天
守
、
本
丸
、
腰
曲
輪
、
二
之
御
丸
、
中
廓
、
外
廓
な
ど
の
城
郭
施
設
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
石
垣
に
つ
い
て
は
、
高
さ
、
法
面
長
さ
、
根
足
巾
が
記
さ
れ
、

櫓
等
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
桁
行
、
梁
間
が
記
さ
れ
、
二
階
建
て
の
建
物
に
つ
い
て
は

「
二
階
建
て
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
塀
に
つ
い
て
は
、
瓦
塀
か
板
塀
か
が
記
さ
れ
、
ま

た
、
塀
の
長
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
狭
間
数
に
つ
い
て
は
、
廓
（
曲
輪
）
ご
と
に
弓
狭
間

と
鉄
砲
狭
間
の
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
記
載
内
容
を
よ
く
検
分
し
て
み
る
と
、
『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
の
「
城
郭

之
部
」
に
記
さ
れ
て
い
る
城
郭
施
設
等
と
対
応
し
て
い
る
が
、
本
書
に
は
「
後
廓
」
に
新

た
に
設
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
上
御
殿
」
（
元
禄
七
年
建
築
）
に
関
す
る
記
録
を
は
じ

め
後
曲
輪
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
、
三
之
丸
を
含
め
た
、
城
郭
全
体
の
規
模
に
つ
い
て

も
記
さ
れ
て
お
り
、
松
江
城
に
関
す
る
記
載
内
容
は
『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
よ
り
広

範
囲
に
か
つ
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
二
つ
の
史
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
松

江
城
本
丸
、
二
之
丸
を
中
心
と
す
る
城
郭
施
設
の
推
移
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

が
、『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
は
前
稿
（
『
松
江
城
研
究
１
』
）
で
既
に
翻
刻
し
て
い
る
。

　

本
文
の
下
段
に
（
本
１
）
、
（
中
１
）
、
（
後
１
）
な
ど
の
記
号
を
添
え
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
『
解
題
』
の
後
に
添
付
し
て
い
る
『
松
江
城
縄
張
図
』（
松
江
歴
史
館
所
蔵
）
を
ベ
ー

ス
に
作
成
し
た
「
松
江
城
城
郭
図
」
に
付
し
て
い
る
施
設
番
号
と
対
応
し
て
い
る
。
本
史

料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
石
垣
及
び
諸
施
設
は
、
『
松
江
城
縄
張
図
』
に
表
わ
さ
れ
て
い
る

石
垣
や
城
郭
施
設
と
も
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
併
せ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
次
の
凡
例
に
し
た
が
っ
た
。

　

一
、
底
本
の
体
裁
に
で
き
る
限
り
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
つ
と
め
た
が
、
印
刷
の
都
合

上
、
改
行
し
た
り
、
文
字
の
位
置
と
大
小
な
ど
多
少
違
え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

二
、 

漢
字
は
新
字
体
を
用
い
た
。
ゟ
（
ヨ
リ
）
〆
（
シ
テ
）
な
ど
変
体
仮
名
や
慣
用
的

合
字
な
ど
は
現
代
仮
名
に
改
め
た
。

　

三
、 

原
文
で
解
読
で
き
な
い
文
字
は
□
と
し
、
不
確
か
な
文
字
に
は
傍
ら
に
（
カ
）
を

付
し
た
。

　

四
、 

脱
字
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
ケ
所
に
は
脱
字
を
（　

）
内
に
追
記
し
た
。

　

五
、 
貼
紙
部
分
は
四
角
の
囲
で
表
現
し
た
。

　

な
お
、
本
翻
刻
で
あ
る
が
、
原
書
の
解
読
及
び
翻
刻
の
編
集
作
業
に
あ
た
っ
て
は
松
江

城
部
会
長
山
根
正
明
氏
は
じ
め
、
松
江
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
、
史
料
編
纂
室
の
諸
氏

に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
辞
と
し
た
い
。

和　

田　

嘉　

宥

《
翻　
　

刻
》

『
御
城
内
惣
間
数
』
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二之御丸 表紙

外廓 御天守１

奥書 御天守２

「御城内惣間数」（人間文化研究機構　国文学研究資料館所蔵）
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（
表
紙
）

御
城
内
惣
間
数

　
　

御
天
守
柱
数
三
百
九
拾
四
本

　
　
　
　

内

　
　
　

御
玄
関　

柱
数　
　
　

廿
本　

太
サ　

尺

　
　
　

下
段　
　

柱
数　

六
十
六
本　

太
サ　

尺
弐
寸
五
分

　
　
　

壱
重
目　
　
　
　

八
拾
七
本　

同

　
　
　

二
重
目　
　
　
　

八
拾
七
本　

同

　
　
　

三
重
め　
　
　
　

八
拾
本　

同　
　

七
十
九
本

　
　
　

四
重
め　
　
　
　

四
拾
壱
本　

同

　
　
　

五
重
め　
　
　
　

三
拾
三
本　

大
（
太
）サ　

尺

　
　
　
　
　

（
ひ
カ
）
〆

　
　

御
天
守
ふ
な
形
二
十
五
分
一

　
　
　
　
　

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
尺
五
寸

一　

御
天
守
高
九
丈
四
尺
弐
寸　

但　

間
ニ
シ
テ
拾
四
間
三
尺
弐
寸 

（
本
１
）

　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　
　

東
西
拾
弐
間　
　
　
　

高
壱
丈
壱
尺
三
寸

　
　
　

一
重
目　
　
　
　
　
　
　
　

但

　
　
　
　
　
　
　

南
北
拾
間　
　
　
　
　

弐
百
四
拾
畳
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
壱
丈
壱
尺
五
寸

　
　
　

二
重
目　

四
方
右
同
断　
　

但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畳
敷
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　

東
西
拾
間　
　
　
　
　

高
壱
丈
壱
尺
六
寸

　
　
　

三
重
目　
　
　
　
　
　
　
　

但

　
　
　
　
　
　
　

南
北
八
間　
　
　
　
　

百
六
拾
畳
敷

　
　
　
　
　
　
　

東
西
八
間　
　
　
　
　

高
壱
丈
五
尺
三
寸　
　

　
　
　

四
重
目　
　
　
　
　
　
　
　

但　

　
　
　
　
　
　
　

南
北
六
間　
　
　
　
　

九
拾
六
畳
敷

　
　
　
　
　
　
　

東
西
壱
間
半　
　
　
　

高
サ　

四
重
め
よ
り
七
尺
弐
寸

　
　
　

中
段　
　
　
　
　
　
　
　
　

但　
　
　
　

中
段
よ
り
上
迄
七
尺
七
寸

　
　
　
　
　
　
　

南
北
弐
間　
　
　
　
　

六
畳
敷　
　
　
　

但
板
上
ハ
よ
り
上
ハ
迄

　
　
　
　
　
　
　

東
西
五
間　
　
　
　
　

高
壱
丈
五
寸　

　
　
　

五
重
目　
　
　
　
　
　
　
　

但　

　
　
　
　
　
　
　

南
北
四
間　
　
　
　
　

四
拾
畳
敷

　
　
　

鯱
高
サ　

六
尺
八
寸

　
　
　
　
　

石
垣
高　

弐
丈
壱
尺
五
寸　

但
間
ニ
シ
テ
三
間
弐
尺

　
　
　
　
　

法　
　
　

弐
丈
弐
尺
弐
寸　

但
間
ニ
シ
テ
三
間
弐
尺
七
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

五
尺
七
寸

　
　
　
　
　

階
子　
　

六
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
拾
四

　
　
　
　
　

狭
間　
　

九
拾
四　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
八
拾
ツ

　
　
　
　
　

窓　
　
　

四
拾
五

　
　
　
　
　
　
　
　

東
西
五
間

一　

同
断
御
玄
関　
　
　
　
　
　
　

但　

石
垣
高
壱
丈
壱
尺
三
寸 

（
本
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

南
北
五
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

御
祈
祷
櫓　
　
　
　
　
　
　
　

但　

辰
巳
ノ
方
二
階
作
リ 

（
本
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
六
間

　
　
　
　
　

石
垣
高　

六
間
壱
尺

　
　
　
　
　

法　
　
　

六
間
三
尺
八
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

三
間
五
寸

一　

右
同
所
よ
り
御
武
具
櫓
迄 

（
本
４
）
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御
多
門　

弐
間
梁
（
桁
行
）
拾
三
（
間
）
ト
三
間
梁
（
桁
行
）
拾
間　

　
　
　

御
多
門
ト
御
多
門　

弐
間
梁
桁
行
四
尺
違

　
　
　
　
　
　
　

五
間
梁

一　

御
武
具
櫓　
　
　
　
　
　
　
　

但　

巳
午
ノ
方
二
階
作
リ 

（
本
５
）

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
八
間

梁
行
石
落
共
三
丈
三
尺
五
寸　

六
尺
五
寸
間
ニ
シ
テ

五
間
壱
尺
五
寸

桁
行
腰
屋
根
共
五
丈
八
寸
八
歩　

六
尺
五
寸
間

に
し
て
七
間
半
弐
尺
壱
寸
三
歩

　
　
　

弘
化
三
午
閏
五
月
廿
日
改

　
　
　
　
　

石
垣
高　

五
間
壱
尺
弐
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

五
間
三
尺
弐
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

弐
間
弐
尺
四
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

右
同
所
ヨ
リ
一
ノ
御
門
御
多
門
迄 

（
本
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
拾
四
間
半

　
　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
四
尺
八
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

壱
間
五
尺
三
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

三
尺
五
寸

　
　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

一
ノ
御
門　
　
　
　
　
　
　
　

但　

扉
之
内
壱
間
六
尺
御
弓
櫓
江
取
付 
（
本
７
）

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
四
間　
　

　
　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

御
弓
櫓　
　
　
　
　
　
　
　
　

但　

午
未
ノ
方
二
階
作
リ 

（
本
８
）

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
五
間

　
　
　
　
　

石
垣
高　

弐
間
三
尺
弐
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

弐
間
三
尺
七
寸
五
歩

　
　
　
　
　

根
足　
　

四
尺
四
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
梁

一　

右
同
所
ヨ
リ
西
之
御
櫓
迄
御
多
門 

（
本
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
拾
弐
間

　
　
　
　
　

石
垣
高
サ　

四
間

　
　
　
　
　

法　
　
　

四
間
半

　
　
　
　
　

根
足　
　

弐
間
壱
尺
四
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

西
之
御
櫓　
　
　
　
　
　
　
　

但　

未
ノ
方
二
階
作
リ　

 

（
本
10
）

　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
五
間　
　

　
　
　
　
　

石
垣
高　

四
間
五
尺
九
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

五
間
四
尺

　
　
　
　
　

根
足　
　

弐
間
弐
尺
八
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
鉄
炮
櫓
迄
御
多
門 

（
本
11
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
拾
六
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　

四
間
梁

一　

御
鉄
炮
櫓　
　
　
　
　
　
　
　

但　

申
ノ
方
二
階
作
リ 

（
本
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
五
間　
　

　
　
　
　
　

西
ノ
面
唐
破
風

　
　
　
　
　

石
垣
高　

三
間
弐
尺
六
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

三
間
三
尺
八
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
五
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
半
梁

一　

右
同
所
ヨ
リ
乾
御
櫓
迄
御
多
門 

（
本
13
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
拾
壱
間
半

　
　

喰
違　

弐
間
半
梁　

桁
行
三
間
五
尺
ト
同
梁
行
拾
間

　
　

喰
違　

三
間
梁
桁
行
拾
九
間　

弐
間
梁
桁
行
四
間
半　

三
間
ニ
壱
間
ノ
廊
下

　
　
　
　
　

石
垣
高　

弐
間
六
尺

　
　
　
　
　

法　
　
　

三
間
七
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
五
寸
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三
間
梁

一　

乾
御
櫓　
　
　
　
　
　
　
　
　

但　

戌
亥
ノ
方
二
階
作
リ 

（
本
14
）

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
四
間
五
尺

　
　
　
　
　

石
垣
高　

三
間
四
尺
五
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

四
間
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
五
尺
三
寸

一　

右
同
所
ヨ
リ
北
之
御
門
迄
取
付
御
多
門　

弐
間
梁 

（
本
15
）

　
　

桁
行
弐
間
壱
尺　

三
間
梁
桁
行
弐
拾
六
間
御
門
共
ニ

　
　
　
　
　

但　

扉
之
内
壱
間
五
尺

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
祈
祷
櫓
迄
瓦
塀
覆
四
拾
六
間
半 

（
本
16
）

　
　
　
　
　

但
三
枚
継
ニ
シ
テ

　
　
　
　
　

石
垣
高
サ　

四
間

　
　
　
　
　

法　
　
　

四
間
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
五
尺
三
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
間
梁

一　

御
鉄
炮
方
会
所　
　
　
　
　
　

目
板
瓦
屋
根 

（
本
17
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
九
間　

　
　

同
所
出
会
所
弐
間
梁
桁
行
四
間
半　

同
所
ヨ
リ
御
多
門

　
　

取
付
瓦
塀
覆
二
ヶ
所
四
間
内
路
次
壱
ツ

一　

御
本
丸
之
内
御
多
門
ヨ
リ
御
多
門
迄 

(

本-
18
）

　
　
　
　
　

間
数
弐
拾
八
間
西
東

　
　
　
　
　

南
北
七
拾
三
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓　

四
拾
六

一　

狭
間
数　

三
百
五
ツ　

内 
(

本
19
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
弐
百
五
拾
九

腰
曲
輪

一　

乾
御
櫓
下
埋
門
ヨ
リ
水
ノ
手
御
門
迄
瓦
塀
覆 

(

腰
１
）

一　

折
廻
シ
五
拾
四
間
半

　
　
　
　
　

石
垣
高
サ　

弐
間
五
尺

　
　
　
　
　

法　
　
　
　

三
間
壱
尺
七
寸　

西

　
　
　
　
　

根
足　
　
　

壱
間
五
尺

　
　
　
　
　

石
垣
高　
　

六
尺
五
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　
　

六
尺
七
寸　
　
　

東

　
　
　
　
　

根
足　
　
　

壱
間
五
寸

　
　
　
　
　
　
　
　

壱
間
五
寸
梁

一　

水
之
手
御
門 

(

腰
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
壱
間
四
尺

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
祈
祷
櫓
下
迄
瓦
塀
覆　

六
拾
五
間
半 

(

腰
３
）

　
　
　
　
　

石
垣
高　

六
間
壱
尺
弐
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

六
間
三
尺
弐
寸

　
　
　
　
　

根
足　
　

弐
間
四
尺
四
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
四
拾
九　

一　

腰
御
廊
之
内
狭
間
数
百
八　

内 
(

腰
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
五
拾
九

二
之
御
丸

一　

一
之
御
門
外
升
形
瓦
塀
覆　

拾 
(

二
１
）

　
　
　
　
　

石
垣
高　

三
間
四
尺
五
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

三
間
六
尺

　
　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
四
尺
五
寸
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弐
間
梁

一　

右
同
所
ヨ
リ
二
之
御
門
取
付
御
多
門 

(

二
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
四
間
半

　
　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
壱
尺
弐
寸

　
　
　
　
　

法
出　
　

無
し

　
　
　
　
　
　
　

弐
間
梁

一　

二
之
御
門　
　
　
　
　
　
　

但　

扉
之
内 

(

二
３
）

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
三
間

一　

右
同
所
ヨ
リ
西
江
御
長
屋　

弐
間
梁
桁
行
拾
間
ト 

(

二
４
）

　
　

三
間
梁
桁
行
弐
拾
間
庇
共
ニ
二
ヶ
所

一　

三
ノ
御
門　

弐
間
梁
桁
行
弐
間
壱
尺 

（
二
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

右
同
所
取
付
定
番
所
御
多
門
折
廻
シ 

（
二
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
拾
壱
間

　
　
　
　
　

石
垣
高　

壱
尺
八
寸　
　

北

　
　
　
　
　

同　

高　

弐
間
壱
尺　
　

東

　
　
　
　
　

根
足　
　

三
尺
弐
寸

一　

右
同
所
ヨ
リ
太
鼓
櫓
迄
取
付
瓦
塀
覆　

拾
間
カ 

(

二
７
）

　
　

同
所
内
板
塀
覆　

九
間
五
尺

　
　
　
　
　
　

三
間
梁

一　

太
鼓
櫓 

(
二
８
）

　
　
　
　
　
　

桁
行
六
間

　
　
　
　
　

石
垣
高　

六
間
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

六
間
六
尺

　
　
　
　
　

根
足　
　

弐
間
四
尺
八
寸

一　

右
同
所
ヨ
リ
中
櫓
迄
瓦
塀
覆　

弐
拾
三
間 

（
二
９
）

　
　
　
　
　

石
垣　

右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
猿
カ
）

一　

塀
重
御
門
取
付
板
塀
覆　

六
間　

但
□
棧
屋
根 

(

二
10
）

一　

塀
重
御
門
扉
之
内
九
尺 

（
二
11
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
槌
カ
）

　
　
　
　
　

同
所
喰
違
□
塀
覆　

五
間

一　

中
櫓　

三
間
梁　

桁
行
六
間 

（
二
12
）

　
　
　
　
　

石
垣　

右
同
断

一　

右
同
所
ヨ
リ
南
櫓
迄
瓦
塀
覆　

弐
拾
間
半 

（
二
13
）

　
　
　
　
　

石
垣　

右
同
断

　
　
　
　
　

四
間
梁

一　

南
櫓　
　
　
　
　
　

但　

二
階
作
リ 

（
二
14
）

　
　
　
　
　

桁
行
五
間

　
　
　
　
　

石
垣
高　

六
間
弐
尺

　
　
　
　
　

法　
　
　

七
間
半

　
　
　
　
　

根
足　
　

三
間
五
尺
三
寸

一　

右
同
所
透
シ
塀
覆
迄
板
塀
覆　

拾
四
間
半　

内
路
次
壱
ツ 

（
二
15
）

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
廊
下
江
取
付
瓦
塀
覆　

五
間 

（
二
16
）

一　

登
リ
御
廊
下　

七
尺
梁
弐
拾
間
半 

（
二
17
）

一　

右
同
所
折
廻
シ
板
塀
覆　

弐
拾
間
半 

（
二
18
）

　
　
　
　
　

石
垣
高　

四
間

　
　
　
　
　

法　
　
　

四
間
弐
尺　
　
　
　

東

　
　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
四
尺
五
寸

　
　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
五
尺
五
寸

　
　
　
　
　

法　
　
　

壱
間
六
尺　
　
　
　

西

　
　
　
　
　

根
足　
　

三
尺

一　

御
廊
下
橋　

壱
間
壱
尺
ニ
六
間
五
尺 

（
二
19
）

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
廊
下
江
取
付
溜
庭　

四
間
弐
尺
ニ
六
間
半 

（
二
20
）

一　

同
所
ヨ
リ
取
付
板
塀
覆　

拾
七
間 

（
二
21
）
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一　

右
同
所
ヨ
リ
御
土
蔵
取
付
板
塀
覆　

三
拾
七
間
半　

内
路
次
二
ツ
カ 

（
二
22
）

　
　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
半　

南
西

一　

御
土
蔵
ヨ
リ
御
長
屋
迄
屏
風
板
塀
覆　

七
拾
七
間 

（
二
23
）

　
　

折
六
ツ
内
西
之
御
門
ヨ
リ
南
江
石
垣　

弐
拾
九
間

　
　
　
　
　

石
垣　

弐
間
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　

根
足　

四
尺

一　

西
之
御
門　

弐
間
ニ
壱
間
半 

（
二
24
）

　
　
　

内
側
板
塀
覆　

九
間
四
尺
四
寸

　
　
　
　
　

石
垣
高　

弐
間
半

　
　
　
　
　

（
カ
）

一　

右
同
所
外
閂
板
塀
覆　

折
廻　

三
拾
間 

（
二
25
）

一　

御
玄
関　

三
間
梁　

桁
行
拾
壱
間 

（
二
26
）

一　

御
広
間　

七
間
半
梁　

桁
行
拾
弐
間
半 

（
二
27
）

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
書
院
取
付
廊
下　

壱
間
半　

四
間
半　
　
　
　
　

 

（
二
28
）

一　

御
書
院　

六
間
梁　

桁
行
拾
壱
間 

（
二
29
）

　
　
　

御
縁
側
通
リ
共
ニ

　
　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
弐
尺

　
　
　
　
　

法
出　
　

無
し　

但
土
台
下

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
月
見
御
殿
取
付
御
廊
下　

弐
間
半
ニ
三
間 

（
二
30
）

一　

御
月
見
御
殿　

三
間
半
梁　

桁
行
四
間 

（
二
31
）

　
　
　

御
縁
側
通
リ
共
ニ

一　

右
同
所
御
土
蔵　

弐
間
半
梁　

桁
行
三
間 

（
二
32
）

一　

透
シ
板
塀
覆　

拾
四
間
半 

（
二
33
）

　
　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
弐
尺

　
　
　
　
　

法
出
し　

無
し

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
月
見
御
殿
取
付
板
塀
覆　

九
間 

（
二
34
）

　
　
　
　
　

但　

内
路
次
壱
ツ

一　

御
土
蔵
ヨ
リ
上
台
所
迄
板
塀
覆　

拾
四
間
半 

（
二
35
）

　
　
　
　
　

但　

内
路
次
壱
ツ

一　

上
台
所　

五
間
梁　

桁
行
七
間 

（
二
36
）

　
　
　
　
　

但　

此
分
寛
延
三
午　
　

御
議
定
ニ
而
崩
ス

一　

右
同
所
ヨ
リ
苆
部
屋
廊
下　

壱
間
ニ
弐
間 

（
二
37
）

一　

苆
部
屋　

三
間
梁　

桁
行
四
間
半 

（
二
38
）

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
書
院
取
付
廊
下　

壱
間
半　

弐
間 

(

二
39
）

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
作
事
所
会
所
取
付
板
塀
覆
折
廻
シ　

拾
弐
間 

（
二
40
）

　
　
　
　
　

但　

内
路
次
弐
ツ

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
広
間
境
板
塀
覆　

三
間 

（
二
41
）

一　

御
作
事
所　

五
間
梁　

桁
行
九
間
半 

（
二
42
）

一　

右
同
所
ヨ
リ
御
広
間
取
付
廊
下　

弐
間
半
ニ
四
間 

（
二
43
）

一　

同
所
井
土
屋
形　

弐
間
半
ニ
三
間 

（
二
44
）

　
　
　
　

深
サ

　
　
　
　
　

石
垣
高
拾
間
壱
尺

一　

右
同
所
ヨ
リ
二
ノ
御
門
脇
取
付
板
塀
覆　

拾
八
間
弐
尺 

（
二
45
）

　
　
　
　

外
ニ

　
　
　
　
　

歌
舞
記
御
門
壱
ツ

　
　
　
　
　

但
宝
暦
三
午
年
瓦
屋
根
ニ
成
ル

一　

右
同
所
ヨ
リ
苆
部
屋
取
付
板
塀
覆　

拾
弐
間 

（
二
46
）

　
　
　
　

外
ニ

　
　
　
　
　

歌
舞
記
御
門
壱
ツ
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但
寛
延
五
年
申
十
一
月
瓦
屋
根
ニ
成
ル

一　

二
ノ
御
丸
間
数 

（
二
47
）

　
　
　
　

東
西
六
拾
弐
間　

但
西
ノ
御
門
ヨ
リ
太
鼓
櫓
迄

　
　
　
　

南
北
七
拾
弐
間　

但
御
弓
櫓
ヨ
リ
御
廊
下
橋
入
口
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
六
拾
弐

一　

狭
間
数　

百
四
拾
七　

内 

（
二
48
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
八
拾
五

中
　
廓

一　

三
之
御
門
外
坂
口
升
形
迄
板
塀
覆　

弐
拾
弐
間
半 

（
中
１
）

　
　
　
　

内
路
次
壱
ツ

　
　
　
　

石
垣
高　

弐
間
六
尺

　
　
　
　

法
出　

無
し

一　

同
所
台
石
垣　

御
祈
祷
櫓
下
迄
折
廻
し
四
拾
六
間
四
尺
五
寸 

（
中
２
）

　
　
　
　

石
垣
高　

弐
間
壱
尺

　
　
　
　

法　
　
　

弐
間
三
尺

　
　
　
　

根
足　
　

六
尺

一　

升
形
ヨ
リ
御
祈
祷
櫓
下
迄
瓦
塀
覆　

三
拾
五
間 
（
中
３
）

　
　
　
　

石
垣
高　

三
間
壱
尺

　
　
　
　

法　
　
　

三
間
三
尺
五
寸

　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
壱
尺

一　

御
祈
祷
櫓
下
ヨ
リ
き
り
〳
〵
口 

（
中
４
）

　
　
　

台
石
垣
折
廻
し
三
拾
間

　
　
　
　

石
垣
高　

弐
間
壱
尺

　
　
　
　

法　
　
　

弐
間
五
尺

　
　
　
　

根
足　
　

六
尺

一　

右
同
所
ヨ
リ
き
り
〳
〵
御
門
迄
瓦
塀
覆　

九
拾
壱
間 

（
中
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
側
不
残
建
直
し

　
　
　
　
　

但
宝
暦
五
申
二
月　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
北
路
ニ
成
ル

　
　
　
　

石
垣
高　

五
間
壱
尺

　
　
　
　

法　
　
　

五
間
三
尺
弐
寸

　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
壱
尺

一　

き
り
〳
〵
御
門　

壱
間
半 

（
中
６
）

　
　
　

同
所
南
脇
板
塀
覆
三
間　

申
二
月
瓦
塀
覆
ニ
成
ル

　
　
　

同
所
御
番
所　

弐
間
半
梁
桁
行
五
間

　
　
　

同
所
薪
部
屋　

壱
間
半
梁
桁
行
三
間

一　

右
同
所
溜
池
之
内
竹
柵
八
間 

（
中
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　

東
西
八
間

　
　
　
　

池
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　

南
北
拾
七
間
半

　
　
　

一
方
石
垣
高　

弐
間
南
側

一　

右
同
所
ヨ
リ
柵
二
ヶ
所　

拾
壱
間 

（
中
８
）

一　

同
所
井
土
屋
形　

六
尺
ニ
七
尺 

（
中
９
）

　
　
　
　
　

深
サ

　
　
　
　
　
　
　

石
垣
高
四
間
弐
尺

一　

北
ノ
御
長
屋　

三
間
梁
折
廻
シ
三
拾
七
間 

（
中
10
）

一　

右
同
所
内
御
長
屋　

三
間
梁
七
間
同
所
井
土
壱
ツ
石
井
側 

（
中
11
）

一　

右
同
所
取
付
中
御
門　

弐
間
半 

　

（
中
12
）

一　

右
同
所
板
塀
覆　

弐
間 

（
中
13
）

一　

北
之
御
長
屋
ヨ
リ
御
米
蔵
迄
取
付
板
塀
覆
折
廻　

三
拾
間 

（
中
14
）
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内
路
次
弐
ツ

一　

右
同
所
境
板
塀
覆　

五
拾
壱
間 

（
中
15
）

一　

御
米
蔵
弐
ヶ
所 

（
中
16
）

　
　
　

南
御
蔵　

弐
間
半
梁　

桁
行
四
拾
弐
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
分
宝
暦
五
亥
八
月
御
修
復　
　

　
　
　

内
弐
間
半
御
門　

但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
九
間
ニ
成
ル
西
ニ
而
三
間
縮

　
　
　

東
御
蔵　

弐
間
半
梁　

桁
行
弐
拾
七
間

一　

右
同
所
会
所　

弐
間
梁　

桁
行
五
間 

（
中
17
）

　
　
　

同
所
斗
家　

弐
間
梁　

桁
行
三
間

　
　
　

同
所
井
戸
四
ツ

宝
暦
五
年
亥
十
一
月
迄
立
直
し
出
来

一　

御
役
屋
敷　

三
間
梁　

桁
行
七
間 

（
中
18
）

　
　
　

同
所
玄
関　

弐
間
梁　

桁
行
七
間
半

　
　
　

同
所
台
所　

三
間
梁　

桁
行
四
間
半

　
　
　

同
所
厩　

弐
間
梁　

桁
行
三
間

　
　
　

同
所
薪
部
屋　

壱
間
半
梁　

梁
行
四
間

　
　
　

同
所
板
塀
覆　

三
拾
弐
間
半

　
　
　
　

内
路
次
四
ツ

　
　
　

同
所
笹
板
塀
覆　

弐
間
半

　
　
　

同
所
脇
井
土
三
ツ

一　

御
小
人
長
屋　

弐
間
梁　

桁
行
拾
壱
間
半 

（
中
19
）

　
　
　

同
所
笹
板
塀
覆　

拾
四
間
半

一　

中
御
廓
之
内 

（
中
20
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
四
拾
五

　
　
　

狭
間
数
九
拾
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
五
拾
壱

外
　
廓

一　

大
手
柵
御
門 

（
外
１
）

　
　
　

同
所
取
付
瓦
塀
覆
左
右
五
拾
弐
間
半

　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
五
尺
壱
寸

　
　
　
　

法　
　
　

弐
間
三
尺

　
　
　
　

根
足　
　

三
尺
五
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
和
二
酉
年
御
修
復
之
節

　
　
　

同
所
井
土
弐
ツ　

内
壱
ツ
井
土
屋
形
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
筒
斗
ニ
相
成
屋
形
相
止
ム

隷一　

南
惣
門　

四
間
梁　

桁
行
八
間　

但
二
階
作
リ 

（
外
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
治
元
子
年
御
番
人
相
溜
候
ニ
付
御
溜
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
江
出
壱
間
横
壱
間
半
之
付
卸
シ
新
キ
出
来

一　

右
同
所
ヨ
リ
太
鼓
櫓
下
迄
瓦
塀
覆　

拾
三
間 

（
外
３
）

　
　
　
　

石
垣
高　

三
間
弐
尺

　
　
　
　

法　
　
　

三
間
四
尺

　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
壱
尺

　
　
　

同
所
台
石
垣　

拾
壱
間

一　

右
同
所
ヨ
リ
北
之
惣
門
迄 

（
外
４
）

　
　
　

取
付
瓦
塀
覆　

百
拾
八
間

　
　
　
　

石
垣
高　

三
間
弐
尺

　
　
　
　

法　
　
　

三
間
四
尺
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根
足　
　

壱
間
壱
尺

隷一　

北
之
惣
門　

三
間
半
梁　

桁
行
七
間　

但
二
階
作
リ 

（
外
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
治
元
子
年
御
番
人
相
溜
申
ニ
付
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
番
所
西
江
出
壱
間
半
横
八
尺
斗
リ
之
付
卸
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
出
来

一　

右
同
所
ヨ
リ
中
御
門
迄
取
付
瓦
塀
覆
弐
拾
四
間 

（
外
６
）

　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間
半

　
　
　
　

法　
　
　

壱
間
五
尺

　
　
　
　

根
足　
　

四
尺
三
寸

一　

右
同
所
ヨ
リ
北
之
御
長
屋
前
迄
瓦
塀
覆　

五
拾
七
間
半 

（
外
７
）

　
　
　
　

石
垣
高　

三
間
弐
尺

　
　
　
　

法　
　
　

三
間
四
尺
弐
寸

　
　
　
　

根
足　
　

壱
間
壱
尺

一　

右
同
所
ヨ
リ
下
御
殿
迄
取
付
板
塀
覆　

五
拾
五
間
半 

（
外
８
）

　
　
　

右
同
所
井
土
三
ツ

一　

下
御
殿
外
長
屋　

弐
間
半　

九
間
半　

鍵
手
弐
間
四
方 
（
外
９
）

　
　
　
　
　

石
垣
高　

四
尺
五
寸　

但
土
台
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
間
半
梁

　
　
　

同
所
内
御
長
屋
二
ヶ
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
五
間
充

　
　
　

同
所
御
船
付
冠
木
御
門
壱
ツ

一　

同
所
惣
廻
生
垣　

弐
百
五
拾
六
間 

（
外
10
）

一　

上
御
殿
外
御
長
屋
弐
間
五
尺
梁
庇
共
桁
行
八
間
半　

 

（
外
11
）

　
　
　
　

石
垣
高　

壱
間　

但
土
台
下

　
　
　

同
所
板
塀
覆　

弐
拾
壱
間
弐
尺

　
　
　

内
冠
木
御
門
壱
ツ　

路
次
壱
ツ

　
　
　
　

石
垣
高　

弐
間
半

　
　
　
　

法　
　
　

弐
間
五
尺
七
寸

　
　
　
　

根
足　
　

壱
間

　
　
　

同
所
井
土
弐
ツ　

内
壱
ツ
井
側
な
し

一　

同
所
惣
廻
生
垣　

弐
百
三
拾
間 

（
外
12
）

一　

中
原
御
門　

壱
間
半　

元
治
元
子
年
御
建
直
し 

（
外
13
）

　
　
　

同
所
御
番
所　

壱
間
半
四
方　

但
下
座
所
共
ニ

　
　
　

同
所
板
塀
覆　

七
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
治
元
子
年
九
月

　
　
　

同
所
柵
内
外　

弐
拾
七
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
払
ニ
相
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
治
元
子
年
御
番
人
相
溜
候
ニ
付
壱
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桁
行
三
間
半
ニ
御
建
直
し
同
所
東
江
間
中
ニ
壱
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　

之
付
卸
し
ニ
シ
テ　

出
火
之
節
腰
懸
台
桃
灯
置
所
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
来
ニ
相
成
同
所
又
下
付
卸
し
間
中
ニ
壱
間
番
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
と
も
御
建
直
ニ
相
成
但
下
座
台
共

　
　
　

同
所
井
土
弐
ツ　

内
壱
ツ
井
側
無
シ

　
　
　
　
　
　
　

横
三
間
半

一　

馬
場
間
数 

（
外
14
）

　
　
　
　
　
　
　

立
四
拾
七
間

　
　
　

同
所
台
石
垣　

弐
拾
八
間

　
　
　
　
　

石
垣
高　

三
間

　
　
　

同
所　
　

柵　

三
間

一　

後
山
入
口
御
番
所　

壱
間
半
梁　

桁
行
三
間 

（
外
15
）
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一　

御
茶
屋
損
崩
取 

（
外
16
）

　
　
　
　
　
　
　

弐
間
梁

　
　
　

上
ノ
間

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
三
間
半

　
　
　
　
　
　
　

壱
間
半
梁

　
　
　

御
次
間

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
三
間

　
　
　
　
　
　
　

壱
間
半
梁

　
　
　

御
台
所

　
　
　
　
　
　
　

桁
行
三
間

　
　
　

同
所
御
番
所　

弐
間
梁　

桁
行
五
間　

二
ヶ
所

　
　
　

同
所
ヨ
リ
御
廊
下
橋
取
付
柵　

弐
間

　
　
　

同
所
台
石
垣
二
ヶ
所

　
　
　
　
　

上
六
拾
五
間

　
　
　
　
　

下
五
拾
七
間

　
　
　

同
所
井
土
三
ツ

一　

乾
御
櫓
下
ヨ
リ
御
廊
下
橋
迄
板
塀
覆　

弐
百
拾
四
間
半 

（
外
17
）

竹
□
御
門

□
□
キ
御
門

　
　
　

内
冠
木
御
門
弐
ツ
路
次
壱
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　

文
久
三
辛
年
御
脇
井
戸
脇
路
次
門
御
建
直
シ

　
　
　

同
所
藪
之
内
柵
八
間
半

　
　
　
　
　

二
ヶ
所

一　

外
廓
之
内 

（
外
18
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓　

百
三

　
　
　
　
　

狭
間
数
弐
百
六
拾
壱　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
百
五
拾
八

一　

御
廓
東
西
百
七
拾
七
間
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　

但
町
ニ
シ
テ
弐
丁
五
拾
七
間
弐
尺
五
寸

一　

南
北
弐
百
九
拾
六
間
壱
尺

　
　
　
　
　

但
町
ニ
シ
テ
四
丁
五
拾
六
間
壱
尺

一　

惣
廻
り
百
四
拾
壱
間
半

　
　
　
　
　

但
町
ニ
シ
テ
拾
四
丁
壱
間
半

　
　
　

東
御
堀
幅　

拾
六
間

　
　
　

西
御
堀
幅　

拾
三
間

　
　
　

南
御
堀
幅　

拾
壱
間
半

　
　
　

北
御
堀
幅　

拾
八
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
治
元
年
子
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
苗
方
後
通
リ
東
石
垣
取
付
ヨ
リ
後
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
披
キ
御
門
迄
四
百
八
拾
間
之
所
柵
新
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
原
口
柵
御
門
並
木
苗
方
灘
門
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
建
直
し

一　

三
之
御
丸
間
数
東
西
七
拾
三
間 

（
三
１
）

　
　
　
　
　

但
町
ニ
シ
テ
壱
丁
拾
三
間

一　

右
同
所
南
北
六
拾
八
間
四
尺 

（
三
２
）

　
　
　
　
　

但
町
ニ
シ
テ
壱
丁
八
間
四
尺

　

惣
廻　

三
百
弐
拾
弐
間
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　

但
町
ニ
シ
テ
五
丁
弐
拾
弐
間
弐
尺
五
寸

　
　
　
　

瓦
塀
覆　

六
百
五
拾
六
間
半

　
　
　
　

板
塀
覆　

七
百
八
間
四
尺
壱
寸

　
　
　
　

柵　
　
　

五
拾
八
間
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弓　

弐
百
七
拾

　
　
　
　

狭
間
数　

七
百
七
拾　

内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
五
百

一　

平
地
ヨ
リ
御
天
守
台
迄
高　

拾
三
間
半
四
寸
五
分 

（
総
１
）

　
　
　
　
　

此
丈　

八
丈
八
尺
弐
寸

一　

御
天
守
台
ヨ
リ
棟
迄
高　

九
丈
四
尺
弐
寸 

（
総
２
）

　
　
　
　
　

此
間
数　

拾
四
間
三
尺
弐
寸

　
　

平
地
ヨ
リ
御
天
守
棟
迄　

弐
拾
八
間
四
寸 

（
総
３
）

　
　
　
　
　

丈
ニ
シ
テ　

拾
八
丈
弐
尺
四
寸

一　

御
廣
間
前
ヨ
リ
御
天
守
台
迄　

四
丈
六
尺
七
寸 

（
総
４
）

　
　
　
　
　

間
ニ
シ
テ
七
間
壱
尺
弐
寸

一　

平
地
ヨ
リ
御
廣
間
前
迄
四
丈
壱
尺
五
寸 

（
総
５
）

　
　
　
　
　

間
ニ
シ
テ
六
間
弐
尺
五
寸

一　

御
本
丸
之
内
坪
数　
　
　

弐
千
四
百
三
拾
三
坪 

（
総
６
）

一　

一
之
御
門
外
升
形
坪
数　

九
拾
坪 

（
総
７
）

一　

水
之
手
ヨ
リ
腰
廓
迄
坪
数　

六
百
九
拾
三
坪
半 

（
総
８
）

一　

御
城
内
惣
間
数
坪
数　
　

五
万
弐
千
五
百
三
拾
三
坪
壱
合
弐
勺 

（
総
10
）

一　

き
り
〳
〵
ヨ
リ
御
武
具
櫓
下
迄　

千
九
百
弐
拾
三
坪 
（
総
11
）

一　

御
祈
祷
櫓
下
台
石
垣
之
上　

百
弐
拾
六
坪 

（
総
12
）

一　

柵
御
門
之
内　
　
　
　
　

六
百
弐
拾
壱
坪 

（
総
13
）

一　

松
江
御
城　

龜
田
山
之
城
与
前
々
よ
り
申
傅
候 

（
総
14
）

　
　
　
　
　

東
西
百
七
拾
七
間
弐
尺
五
寸　

丁
ニ
シ
テ
三
丁
程

附
平
山
城

　
　
　
　
　

南
北
弐
百
九
拾
六
間
壱
尺　
　

丁
ニ
シ
テ
五
丁
程

一　

大
手
方
角
東
向 

（
総
15
）

　
　
　
　
　
　
　

東
西
弐
拾
六
間

　
　
　
　

馬
溜

　
　
　
　
　
　
　

南
北
弐
拾
八
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柵
御
門
ヨ
リ
塩
見
屋
敷
を
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
西
四
拾
五
間

　
　
　

但
上
虎
口
前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柵
御
門
左
手
之
内
御
堀
壕
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
北
三
拾
八
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
厩
折
廻
し
角
を
限
り

一　

惣
御
矢
倉
六
ヶ
所
極 

（
総
16
）

　
　
　
　
　
　

西
之
御
櫓

　
　
　
　

但　
　
　
　
　
　

此
二
ヶ
所
相
除
候
歟

　
　
　
　
　
　

御
祈
祷
櫓　

一　

御
天
守
三
重 

（
総
17
）

　
　
　
　

但
土
台
ヨ
リ
天
狗
之
間
迄
高
サ
拾
四
間
三
尺
弐
寸

一　

三
之
御
丸
大
手
前 

（
総
18
）

　
　
　
　
　
　
　

東
西
弐
拾
壱
間　
　

三
之
御
丸
御
門
ヨ
リ
御
厩
を
限
り

　
　
　
　
　

但　

　
　
　
　
　
　
　

南
北
百
三
間　
　
　

御
厩
角
立
砂
之
所
ヨ
リ
蛍
塚
を
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆

右
者
明
和
三
丙
戌
卯
月
初
旬
写
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　

御
破
損
方

　
　
　
　

御
天
守
四
重
目
并
塩
蔵
ニ
大

　
　
　
　

般
若
札
ニ
慶
長
十
六
年
辛
亥
と
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
二
カ
？
）

　
　
　
　

関
原
御
陣
ヨ
リ
十
三
年
目
御
城
成
就

　
　
　
　

御
祈
祷
と
見
ル
天
明
七
未
年
迄
凡

　
　
　
　

百
七
拾
七
年
ニ
成
ル
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は
じ
め
に

　

前
書
き
に
も
記
し
た
が
、
『
御
城
内
惣
間
数
』
は
奥
書
に
「
右
明
和
三
年
丙
戌
卯
月
初

旬
写
之
者
也　

御
破
損
方
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に

「
御
破
損
方
」
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
写
之
者
也
」
と

あ
り
、
ま
た
、
本
文
中
「
二
之
丸
」
の
段
に
は
「
一　

上
御
台
所　

五
間
梁　

桁
行
七
間

　

但　

此
分
寛
延
三
午　

御
議
定
ニ
テ
崩
ス
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
史
料
に
は
原
本

と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
原
本
は
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に

新
た
に
営
ま
れ
た
「
上
御
殿
」
に
関
す
る
記
述
が
一
部
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
寛
延
三

年
（
一
七
五
〇
）
の
記
述
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
八
世
紀
前
半
頃
（
一
六
九
六
年
か
ら

一
七
五
〇
年
の
間
）
に
作
成
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

本
書
に
は
、
前
書
き
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
天
守
、
本
丸
、
腰
曲
輪
、
二
之
御
丸
、
中

廓
、
外
廓
な
ど
に
あ
る
各
城
郭
施
設
の
規
模
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の

本
丸
及
び
二
之
丸
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
城
郭
施
設
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
種
の
も
の
と
し
て
は
、
『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
が
あ
る
。
『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ

け
）
』
の
「
城
郭
の
部
」
に
は
天
守
、
本
丸
、
二
之
丸
、
二
之
丸
下
ノ
段
に
分
け
各
城
郭

施
設
の
規
模
及
び
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
の
史
料
は
制
作
年
代
が
異
な
る
の
で
、
二
つ
の
史
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
松
江
城
の
本
丸
、
二
之
丸
及
び
そ
の
周
辺
の
城
郭
施
設
の
推
移
も
推
察
で
き
る
。

　

『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
は
前
稿
で
翻
刻
し
、
解
題
を
添
え
た
が
、
『
（
竹
内
右
兵
衛

書
つ
け
）
』
に
、
「
城
郭
の
部
」
が
記
述
さ
れ
た
年
代
を
今
一
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
の
「
二
ノ
丸
ノ
下
ノ
段
」
に
は
「
源
蔵
居
所
」
と
あ
る
。

こ
の
「
源
蔵
」
は
松
下
源
蔵
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
（
注
１
）
が
、
「
松
江
藩

列
士
録
」
に
よ
り
、
こ
の
松
下
源
蔵
は
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
か
ら
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）
の
間
、
天
守
鍵
預
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ

け
）
』
に
は
、
同
じ
「
二
ノ
丸
ノ
下
ノ
段
」
に
「
荻
田
屋
鋪
」
に
つ
い
て
も
記
し
て
あ
る

が
、
こ
の
「
荻
田
屋
敷
」
が
で
き
た
の
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
に
「
城
郭
之
部
」
が
記
さ
れ
た
の
は
一
七
世
紀

後
半
（
一
六
七
九
年
～
一
六
九
四
年
）
で
あ
る
こ
と
が
お
お
よ
そ
確
認
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
本
書
の
原
本
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀

前
半
（
一
六
九
七
年
か
ら
一
七
五
三
年
の
間
）
と
推
測
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
二
つ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
一
七
世
紀
後
半
と
一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
松
江

城
城
郭
施
設
の
変
動
傾
向
を
確
認
し
、
こ
の
期
間
の
松
江
城
の
城
郭
施
設
の
推
移
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

一
．
『
御
城
内
惣
間
数
』
の
記
載
内
容

　

本
書
は
、
松
江
城
の
各
曲
輪
（
廓
）
ご
と
に
城
郭
施
設
の
規
模
が
記
さ
れ
て
い
る
。

和　

田　

嘉　

宥

『
御
城
内
惣
間
数
』
を
通
し
て
見
る
松
江
城
の
城
郭
施
設

『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
と
『
御
城
内
惣
間
数
』
の
比
較
検
討
を
通
し
て

《
考　
　

察
》
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天
守
に
つ
い
て
は
、
平
面
的
な
大
き
さ
（
縦
横
の
長
さ
）
だ
け
で
な
く
、
高
さ
も
記
さ

れ
て
い
る
。

　

冒
頭
に
は
「
御
天
守
高
九
丈
四
尺
弐
寸　

間
（
一
間
＝
六
尺
五
寸
）
ニ
シ
テ
壱
拾
四
間

三
尺
二
寸
」
（
２
８
・
５
４
３
ｍ
）
と
あ
り
、
後
段
に
は
「
平
地
ヨ
リ
御
天
守
台
迄
高　

拾
三
間
四
寸
五
分
」（
２
５
・
７
４
０
ｍ
）
、「
平
地
ヨ
リ
御
天
守
棟
迄　

弐
拾
八
間
四
寸
」

（
４
７
・
３
８
９
ｍ
）
と
あ
る
。

　

城
郭
施
設
は
、
「
祈
祷
櫓
」
を
は
じ
め
要
所
に
建
つ
櫓
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
多
門
（
太

門
、
渡
り
櫓
）
、
塀
、
門
な
ど
に
つ
い
て
長
さ
、
規
模
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
城
郭

図
と
照
合
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
城
郭
施
設
は
、
所
在
位
置
と
大
き
さ
を
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
本
翻
刻
で
は
、
前
書
き
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
各
施
設
の
記
述
の
下
に
（
本

１
）
等
の
記
号
を
付
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
添
付
し
て
い
る
「
松
江
城
城
郭
図
」
に
付

し
た
記
号
（
番
号
）
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、
松
江
城
城
郭
図
と
照
合
す
れ
ば
、
各
施
設

の
所
在
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
各
廓
（
曲
輪
）
で
は
最
後
に
狭
間
（
弓
狭
間
、
鉄
砲
狭
間
）
数
が
ま
と
め
て
記

さ
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
に
な
っ
て
も
、
狭
間
は
城
郭
に
お
け
る
重
要
な
設
備
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。
本
丸
の
狭
間
数
が
最
も
多
い
が
、
本
丸
が
防
禦
の
最
後
の
、
そ
し
て
最

大
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
経
営
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
、
前
述
し
た
「
上
御
台
所
」
（
二
36
）
の
「
此
分
寛
延
三
午　

御
議
定
ニ
テ
崩
ス
」
の
他
に
、
二
ノ
御
門
取
付
板
塀
覆
（
二
45
）
で
は
「
外
ニ

歌
舞
記

御
門
壱
ツ　

但
宝
暦
三
午
年
屋
根
ニ

成
ル
」
、
苆
部
屋
取
付
板
塀
覆
（
二
46
）
で
は
「
外

ニ
歌
舞
記
御
門
壱
ツ　

但
寛
延
五
年
申
十
一
月
瓦
屋
根
ニ

成
ル
」
、
祈
祷
櫓
下
ヨ
リ
き
り 

〳
〵
御
門
迄
塀
覆
（
中
５
）
で
は
、
「
但
宝
暦
五
年
申
二
月　

東
側
不
残
建
直
し　

南
北

道
路
ニ

成
ル
」
、
御
米
蔵
（
中
16
）
の
南
御
蔵
で
は
、
「
此
分
宝
暦
五
亥
八
月
御
修
復　

三

拾
九
間
ニ

成
ル
西
ニ

て
三
間
縮
」
、
御
役
屋
敷
（
中
18
）
で
は
「
宝
暦
五
年
亥
十
一
月
迄

立
直
し
出
来
」
、
大
手
柵
門
（
外
１
）
内
の
「
井
戸
弐
ツ
内
壱
ツ
井
土
屋
形
有
」
で
は
「
明

和
二
年
酉
年
御
修
復
之
節
井
筒
斗
ニ
相
成
屋
形
相
止
ム
」
等
、
施
設
の
修
復
に
関
す
る
記

録
が
添
え
て
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
城
郭
施
設
の

修
復
等
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
修
復
等
が
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
ま
で
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
頃
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

城
郭
施
設
の
修
復
等
に
関
す
る
検
討
は
稿
を
改
め
る
が
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
頃

に
天
守
の
修
復
が
終
っ
て
い
る
と
考
え
て
、
天
守
以
外
の
城
郭
施
設
の
修
復
が
そ
の
後
に

始
ま
り
、
特
に
宝
暦
五
年
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

な
お
、
明
和
三
年
以
後
の
修
復
及
び
改
変
に
つ
い
て
は
、
該
当
箇
所
に
貼
紙
が
付
さ

れ
、
具
体
的
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

武
具
櫓
（
本
５
）
に
は
「
梁
行
石
落
共
三
丈
三
尺
五
寸　

桁
行
腰
屋
根
共
五
丈
八
寸
八

分　

弘
化
三
年
午
閏
五
月
廿
日
改
」
、
南
惣
門
（
外
２
）
に
は
「
元
治
元
子
年
番
人
相
溜

候
ニ

付
御
溜
所
（
中
略
）
付
卸
シ
新
キ
出
来
」
、
北
之
惣
門
（
外
５
）
に
は
「
元
治
元
子

年　

御
番
所　

付
卸
シ
新
規
出
来
」
、
中
原
御
門
（
外
13
）
に
は
「
元
治
元
子
年
御
建
直

し
」
、
「
乾
御
櫓
下
ヨ
リ
御
廊
下
橋
下
迄
板
塀
覆
」
（
外
17
）
の
と
こ
ろ
に
は
「
文
久
三
年

御
脇
井
土
脇
路
次
門
建
直
シ
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
貼
紙
と
記
述
か
ら
、
明
和
三
年
以
降
の
修
復
（
建
直
し
等
）
が
、
本
丸
、
二

之
丸
及
び
そ
の
周
辺
で
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
ら
の
貼
紙
に
よ
っ
て
、

本
書
が
三
之
丸
を
除
く
松
江
城
の
城
郭
施
設
の
基
本
台
帳
で
あ
り
、
幕
末
に
至
る
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
付
記
や
貼
紙
を
見
る
限
り
、
城
郭
施
設
の
修
復
は
小
規
模
な
も
の
に

留
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
天
守
等
の
改
築
や
三
之
丸
の
諸
施
設
の
建
築
等
に
つ
い

て
は
何
一
つ
記
さ
れ
て
い
な
い
。
本
丸
、
二
之
丸
及
び
そ
の
周
辺
の
城
郭
施
設
の
修
復
は
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比
較
的
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
と
共
に
、
御
破
損
方
の
任
務
の
一
つ
が

こ
れ
ら
城
郭
施
設
の
小
規
模
な
修
復
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
．
本
丸
・
二
之
丸
・
二
之
丸
下
ノ
段
に
お
け
る
城
郭
施
設

　

『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
①
の
「
城
郭
之
部
」
の
各
記
述
内
容
と
、
本
書
②
の
各
城

郭
施
設
の
各
記
述
内
容
を
一
つ
一
つ
対
置
し
て
み
る
と
、

　

①
の
「
同
所
東
之
出
シ
矢
倉
三
間
ニ
六
間
」
は
、
②
で
は
「
御
祈
祷
櫓　

三
間
梁　

桁

行
六
間
」

　

①
の
「
右
之
矢
倉
ヨ
リ
南
ヘ
之
太
門
弐
間
ニ
拾
三
間
」
、
「
同
太
門
ヨ
リ
南
ヘ
之
太
門
三

間
ニ
拾
壱
間
」
は
、
②
で
は
「
右
同
所
よ
り
御
武
具
櫓
迄　

御
多
門　

弐
間
梁
（
桁
行
）

拾
三
（
間
）
ト
三
間
梁
（
桁
行
）
拾
間
（
以
下
略
）
」

　

①
の
「
同
所
辰
巳
ノ
角
矢
倉
五
間
ニ
八
間
也
」
は
、
②
で
は
「
御
武
具
櫓　

五
間
梁　

桁
行
八
間
」

　

な
ど
、
書
方
に
少
し
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
お
り
、
大
半
の
施

設
規
模
が
基
本
的
に
同
じ
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
記
述
内
容
が
相
違
す
る

施
設
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
相
違
す
る
城
郭
施
設
を
抜
出
し
て
み
る
。

本
丸

①
天
守
穴
蔵
ノ
内
□
斯
シ　

五
間
半
四
方 

②
天
守
御
玄
関　

東
西
五
間　

南
北
五
間
半

①
（
本
丸
）
御
門　

三
間
ニ
五
間
也 

②
一
ノ
御
門　

三
間
梁　

桁
行
四
間

①
乾
ノ
角
箭
矢
倉　

三
間
梁
ニ
五
間 

②
乾
御
櫓　

三
間
梁　

桁
行
四
間
五
尺

①
御
台
所　

七
間
梁
ニ
九
間 

②
鉄
砲
方
会
所　

五
間
梁　

桁
行
十
二
間
半

二
ノ
丸

①
御
広
間　

八
間
半
梁　

十
二
間
半 

②
御
広
間　

七
間
半
梁　

桁
行
十
二
間
半

①
御
書
院　

八
間
梁　

十
二
間 

②
御
書
院　

六
間
梁　

桁
行
十
二
間

①
御
風
呂
屋　

二
間
梁
ニ
五
間 

②
記
載
な
し

①
月
見
矢
倉　

二
間
半
梁
ニ
東
西
三
間 

②
御
月
見
御
殿　

三
間
半
梁　

桁
行
四
間

①
御
広
式　

四
間
梁
（
桁
行
）
六
間

 

②
苆
部
屋　

三
間
梁　

桁
行
四
間

①
下
台
所　

五
間
ニ
九
間
半
（
中
略
）
但
し
御
作
事
小
や
に
成
て
有

 

②
御
作
事
所　

五
間
梁　

桁
行
九
間
半

①
廊
下　

四
間
半
梁
ニ
三
間 

②
御
廊
下　

二
間
半
ニ
四
間

二
ノ
丸
下
ノ
段
（
外
廓
）

①
荻
田
表
長
屋　

三
間
梁
東
（
西
）
ハ
二
十
二
間
南
北
同

 

②
北
ノ
長
屋　

三
間
梁　

折
廻
し
三
十
七
間

①
御
米
蔵　

弐
間
半
梁
東
西
四
十
二
間

 

②
南
御
蔵　

二
間
半　

桁
行
四
十
二
間

 

　

内
弐
間
半
御
門

①
会
所　

三
間
ニ
三
間
半 

②
会
所　

二
間
梁　

桁
行
五
間

①
源
蔵
居
所　

二
間
半
梁　

十
二
間 

②
御
役
屋
敷　

三
間
梁　

桁
行
七
間

①
御
小
人
小
や　

二
間
は
り
八
間 

②
御
小
人
長
屋　

二
間
半
梁

 

　

桁
行
十
一
間
半

①
大
手
之
御
門　

三
間
半
梁
ニ
八
間 

②
南
惣
門　

四
間
梁　

桁
行
八
間

①
東
之
樓
門　

三
間
は
り
七
間 

②
北
之
惣
門　

三
間
梁　

桁
行
七
間

な
ど
で
あ
る
。
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以
上
か
ら
、
そ
の
相
違
内
容
を
本
丸
、
二
之
丸
、
二
之
丸
下
ノ
段
（
外
廓
）
ご
と
に
ま

と
め
て
み
よ
う
。

　

本
丸
で
は
、「
御
台
所
」
が
「
鉄
砲
方
会
所
」（
本
17
）
と
な
り
、
施
設
名
称
が
変
わ
り
、

規
模
も
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

二
之
丸
で
は
、
「
御
広
間
」
（
二
27
）
と
「
御
書
院
」
（
二
29
）
は
、
共
に
梁
間
が
一
間

な
い
し
半
間
減
少
し
て
い
る
。
「
御
風
呂
屋
」
に
関
す
る
記
載
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
「
月

見
矢
倉
」
は
「
月
見
御
殿
」
（
二
31
）
と
名
称
が
代
り
、
桁
行
、
梁
間
共
に
一
間
ず
つ
長

く
な
っ
て
い
る
。
「
御
書
院
」
に
接
続
す
る
「
広
式
」
は
な
く
な
り
、
変
わ
っ
て
「
苆
部

屋
」
（
二
38
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
「
下
台
所
」
は
「
御
作
事
所
」
（
二
42
）
）
と
施
設
名

称
が
替
わ
り
、
そ
の
用
途
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
桁
行
・
梁
間
は
同
じ
で

あ
り
、
建
物
規
模
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

外
廓
の
内
、
二
之
丸
下
ノ
段
で
は
、
荻
田
長
屋
（
中
10
）
は
梁
間
が
同
一
で
あ
る
が
、

桁
行
の
表
記
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
天
守
鍵
預
居
宅
」
（
①
で
は
「
源
蔵
居
所
」
、
「
御
役
屋

敷
」
）
（
中
11
）
は
桁
行
・
梁
間
と
も
に
異
な
り
、
建
物
名
称
も
個
々
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
会
所
」（
中
17
）
も
桁
行
・
梁
間
と
も
に
異
な
り
、
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
「
御

小
人
小
屋
」
（
中
19
）
は
桁
行
が
八
間
か
ら
一
一
間
半
と
長
く
な
っ
て
い
る
。

　

「
大
手
之
御
門
」
（
「
南
惣
門
」
）
（
外
２
）
は
、
桁
行
は
変
わ
ら
な
い
が
梁
間
が
三
間
か

ら
四
間
に
な
り
、
「
東
之
樓
門
」
（
「
北
ノ
惣
門
」
）
（
外
５
）
も
桁
行
に
違
い
は
な
い
が
、

梁
間
が
三
間
か
ら
三
間
半
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
の
相
違
は
、
表
記
の
仕
方
の
違
い
に
よ
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
城
郭
施
設
の
一
部
に
改
修
や
改
築
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
名
称
も
変
化
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
松
江
城
に
お
い
て
も
本
丸
、
二
之

丸
、
三
之
丸
の
使
途
に
変
化
が
生
じ
、
城
郭
施
設
の
用
途
も
少
し
変
っ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

築
城
当
初
、
本
丸
に
は
城
主
の
居
住
施
設
と
見
ら
れ
る
「
家
」
が
あ
り
、
一
七
世
紀
ま

で
は
台
所
も
存
在
し
て
い
た
。
一
八
世
紀
に
は
、
こ
れ
が
「
鉄
砲
方
会
所
」
に
変
わ
り
、

本
丸
は
、
武
具
方
等
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
る
所
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

二
之
丸
に
は
、「
書
院
」
や
広
間
は
ま
だ
あ
る
が
、「
御
風
呂
場
」
は
な
く
な
っ
て
お
り
、

「
局
長
屋
」
も
一
部
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
下
台
所
」
が
「
御
作
事
所
」
と
な
り
、

そ
れ
に
つ
な
が
る
「
廊
下
」
も
「
御
作
事
小
屋
」
（
二
43
）
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の

部
位
は
、
御
作
事
所
が
掌
握
す
る
と
こ
ろ
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、「
月
見
矢
倉
」

は
「
月
見
御
殿
」
と
名
称
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
規
模
も
大
き
く
な
り
、
観
月
の
施
設
と

し
て
の
機
能
が
強
く
な
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。

　

二
之
丸
下
ノ
段
で
は
、
「
会
所
」
並
び
に
「
御
小
人
小
屋
」
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
が
、

用
途
も
少
し
ず
つ
改
変
し
て
き
た
と
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
南
御
門
（
南
惣
門
）
、
北
御

門
（
北
ノ
惣
門
）
は
、
梁
間
が
少
し
長
く
な
っ
て
い
る
が
、
改
築
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
。

　

三
．
天
守
に
つ
い
て
の
考
察

　

天
守
に
つ
い
て
、
両
史
料
を
見
る
と
、

　

一
重
目　

①
拾
間
、
拾
弐
ケ
ン 

②
東
西
拾
弐
間　

南
北
拾
間

　

二
重
目　

①
拾
間　

拾
弐
ケ
ン 

②
四
方
右
同
断

　

三
重
目　

①
八
間　

（
拾
間
） 

②
東
西
拾
間　

南
北
八
間

　

四
重
目　

①
六
ケ
ン　

八
ケ
ン 

②
東
西
八
間　

南
北
六
間

　

中　

段　

①
内
ノ
六
畳
ハ
二
階
ナ
リ 

②
東
西
壱
間
半　

南
北
弐
間

　

五
重
目　

①
四
間　

五
間 

②
東
西
五
間　

南
北
四
間

　

と
あ
り
、
こ
の
記
載
内
容
な
ら
平
面
的
な
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
柱
数
に
つ
い
て

み
る
と
、
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『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
①
の
平
面
図
に
あ
る
柱
数
は
、
附
櫓
二
一
本
、
天
守
穴
蔵

（
地
下
）
五
八
本
、
一
重
目
八
七
本
、
二
重
面
八
七
本
、
三
重
目
七
九
本
、
四
重
目
五
九

本
、
五
重
目
二
九
本
で
、
柱
総
数
は
三
九
九
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

『
御
城
内
惣
間
数
』
②
は
表
紙
裏
の
附
貼
紙
に
柱
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ

る
と
、
玄
関
二
十
本
、
下
段
（
地
下
）
六
六
本
、
一
重
目
八
七
本
、
二
重
目
八
七
本
、
三

重
目
八
〇
本
、
四
重
目
四
一
本
、
五
重
目
三
三
本
で
柱
惣
数
は
三
九
四
本
と
記
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
現
存
天
守
は
、
附
櫓
二
二
本
、
地
階
六
〇
本
、
一
階
八
七
本
、
二
階
八
七
本
、

三
階
七
九
本
、
四
階
五
九
本
、
五
階
三
三
本
で
、
総
数
は
三
九
六
本
で
あ
る
。

　

一
重
目
、
二
重
目
の
柱
数
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
が
、
附
櫓
（
御
玄
関
）
、
地
階
（
天

守
穴
蔵
、
地
階
）
、
四
重
目
、
五
重
目
で
は
柱
数
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
柱
数
の
違

い
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
附
張
紙
の
後
段
に
は
「
御
天
守
ふ
な
形　

二
十
五
分
一
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
「
天
守
ひ
な
形
（
雛
形
）　

二
十
五
分
一
」
と
解
読
で
き
る
。
と
す
る

と
、
②
に
見
る
天
守
の
柱
数
は
天
守
模
型
の
柱
数
を
表
わ
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
本
書
の
奥
書
の
次
に
も
附
貼
紙
あ
り
、
こ
れ
に
は
「
御
天
守
四
重
目
并
塩
蔵
ニ

大
般
若
札
ニ
慶
長
十
六
年
辛
亥
と
有
之　

関
原
御
陣
ヨ
リ
十
三
年
目　

御
城
成
就
御
祈
祷

と
見
ル　

天
明
七
未
年
迄
凡
百
七
拾
七
年
ニ
成
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
慶
長

一
六
年
に
天
守
が
完
成
し
て
、
城
の
成
就
を
大
般
若
で
祈
祷
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
祈
祷
札

が
四
重
目
と
塩
蔵
（
穴
蔵
、
地
階
）
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
注
２
）

　

『
御
城
内
惣
間
数
』
は
松
江
城
城
郭
施
設
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
が
、
天
守
に
つ
い
て

は
、
柱
を
本
数
や
、
天
守
の
完
成
年
と
そ
れ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
祈
祷
並
び
に
そ
の
祈
祷

札
の
こ
と
を
貼
紙
に
書
い
て
添
え
て
あ
る
。
当
時
の
松
江
城
天
守
の
保
守
管
理
に
対
し
て

御
破
損
方
が
な
ん
ら
か
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

四
．
そ
の
他
の
城
郭
施
設

　

『
（
竹
内
右
兵
衛
書
つ
け
）
』
に
は
、
「
御
本
丸
二
丸
下
ノ
段
」
の
条
の
後
に
は
「
新
御
屋

敷
之
内
」
の
条
が
あ
る
も
の
の
「
南
ノ
表
長
屋
三
間
梁
ニ

拾
五
間
未
申
ヨ
リ
辰
巳
ニ

当
リ

棟
立
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
②
に
は
、
「
上
御
殿
」
、

「
中
原
御
門
」
、
「
馬
場
」
（
外
14
）
、
「
後
山
御
茶
屋
」
（
外
16
）
等
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

る
。
「
上
御
殿
」
は
『
雲
藩
職
制
』
に
よ
る
と
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
三
代
綱
近

の
子
幸
松
丸
（
後
の
四
代
吉
透
）
の
結
婚
を
期
に
新
設
さ
れ
た
御
殿
で
あ
る
の
で
、
「
上

御
殿
」
や
「
下
御
殿
」
が
そ
の
頃
に
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。
た
だ
、

本
書
の
「
上
御
殿
」
の
記
述
は
、
外
長
屋
や
板
塀
、
門
に
留
ま
っ
て
お
り
、
内
部
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
居
住
部
分
お
よ
び
そ
の
関
連
施
設
に
つ
い
て
は
、
何
一
つ
記
さ
れ
て
い
な

い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
後
山
の
「
御
茶
屋
」
に
つ
い
て
は
「
崩
取
」
と
あ
り
な
が
ら
、
上
ノ

間
、
御
次
間
、
御
台
所
の
大
き
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
、
そ
の
附
近
に
付
設
さ
れ
た
御
番

所
、
井
戸
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
丸
の
西
側
の
低
地
が
後
山
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
、
御
茶
屋
等
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
御
城
内
惣
絵
図
」（
注
３
）
で
も
、
そ
れ
と
見
な
さ
れ

る
建
物
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
『
御
状
内
惣
間
数
』
を
中
心
に
、
当
時
の
松
江
城
城
郭
施
設
の
大
要
と
そ
の
推

移
等
を
み
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
八
世
紀
前
半
に
松
江
城
が
本
丸
か
ら
二
之
丸
、

そ
し
て
本
丸
二
之
丸
下
ノ
段
へ
と
城
郭
施
設
が
修
復
・
改
築
・
建
築
さ
れ
て
い
く
様
子

の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
『
御
城
内
惣
間
数
』
に
は
三
之
丸
に
つ
い
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て
は
そ
の
規
模
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
「
上
御
殿
」
で
も
内
部
の
建
物
に
つ
い
て
の

記
述
は
な
い
。
「
上
御
殿
」
は
延
宝
年
間
に
嫡
子
の
住
居
と
し
て
造
営
さ
れ
た
が
、
享
保

一
八
年
（
一
七
三
三
）
に
は
焼
失
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
之
丸
に
は
藩
主
帰
国
の
際
の
住

居
と
な
り
、
書
院
、
広
間
の
他
に
、
対
面
所
、
御
居
間
、
御
寝
所
、
奥
御
殿
、
長
局
等
の

建
物
が
多
数
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
三
之
丸
に
藩
主
の
御
寝
所
が
つ
く
ら
れ
る
の
は
元
禄

三
年
（
一
六
九
〇
）
で
、
そ
れ
以
後
、
三
之
丸
の
諸
施
設
が
頻
繁
に
造
営
さ
れ
、
改
築
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
反
対
に
、
本
丸
・
二
之
丸
の
諸
施
設
に
は
増
改
築
は
あ
ま

り
見
ら
な
い
。
住
居
や
政
務
の
舞
台
が
三
之
丸
に
移
っ
て
行
く
と
、
天
守
を
は
じ
め
本

丸
・
二
之
丸
の
諸
施
設
は
松
江
城
の
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
維
持
管
理
さ
れ
て
い
く
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
注
１
）
『
松
江
城
縄
張
図
』
（
松
江
歴
史
館
所
蔵
）
と
類
似
し
た
絵
図
『
御
本
丸
二
之
御
丸
三
ノ

丸
共
三
枚
之
内
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
を
見
る
と
、
大
手
門
（
南
惣
門
）
を

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
間
取
図
に
「
松
下
源
蔵
居
所
」
と
あ
り
、
そ
の
上
に
貼
紙
が
あ

り
、
「
天
守
鍵
預
」
と
あ
る
。

（
注
２
）
「
祈
祷
札
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
「
松
江
城
創
建
に
関
す
る
祈
祷
札
に
つ
い
て
」
（
松

江
市
教
育
委
員
会
史
料
編
纂
室
）
に
、
そ
の
調
査
結
果
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
３
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
「
出
雲
国
松
江
松
平
家
文
書
」
の
一
。
本
書
の
別
稿
「
松

江
城
城
郭
施
設
の
推
移
に
つ
い
て
」（
拙
稿
）
に
本
図
を
ト
レ
ー
ス
し
た
図
「
享
保
期
松

江
城
城
郭
図
」
を
載
せ
て
い
る
。
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